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3.　福岡空港の概要2.　ステップ２で知っていただきたいこと
１） 今回ステップの位置づけ・役割と次回ステップとの関わり

ステップ2

●福岡空港の現状と課題、空港利用者の視点に立った航空サービスの評

価基準、現在の空港の能力について検討

対応策を検討するための前提条件
●地域の将来像と福岡空港の役割、航空需要の将来予測について検討。

ステップ3 評価の視点と検討すべき対応案
●検討すべき対応案と対応案を評価する視点を検討。

ステップ4 対応案の比較評価と方向性（案）
●評価の視点に基づく対応案の比較評価と方向性（案）を作成。

ステップ1 課題と実現すべき政策的目標

　ステップ１では、様々な視点から福岡空港の現状

と課題をとりまとめ、現在の福岡空港の能力と有効

活用方策を実施した場合の福岡空港の能力の見極

めについてとりまとめました。

　今回のステップ２では、ステップ１で得られた成

果を活用して、「福岡・九州の将来の姿はどうあるべ

きか、そのために福岡空港に求められることは何か

（地域の将来像と福岡空港の役割）」と「福岡空港を

利用する旅客や貨物は将来どうなるのか、また、将

来必要となる空港能力はどうなるのか（将来の航空

需要の予測）」の２つのテーマについて理解を深め

ます。

　そして、次のステップ３で「将来の福岡空港にはど

んな対応が考えられるのか（検討すべき対応案）」、「そ

れぞれの対応をどんな”ものさし”でくらべるのか（評

価の視点）」という検討に繋げていきます。

■福岡空港PIステップの全体構成とステップ2の位置

■福岡空港の総合的な調査  ステップ2  PIレポート

地域の将来像と福岡空港の役割
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福岡空港の役割

将来の航空需要の予測
航空旅客の需要予測
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空港能力の評価と見極め

　福岡空港は、福岡市東南部（福岡市博多区大字下臼井）に位置し

国土交通大臣が設置・管理する第二種空港です。

　福岡空港は福岡市中心部に近い場所に位置し（都心から7km）、

福岡市都心部から空港へのアクセスは、福岡市営地下鉄空港線が

国内線ターミナル地域に乗り入れており、JR博多駅からは5分、天

神からは11分と非常に利便性に優れた空港です。

　福岡空港は国内線24路線、国際線21路線を有し、（平成18年5

月現在）、平成17年速報値で年間約1645万人の国内航空旅客と約

223万人の国際航空旅客に利用され、年間の発着回数は約13.8万

回にのぼっています。

　一方福岡空港は、その立地から、航空機騒音問題を有しており、

実際の利用時間帯は7時から22時となっています。

　空港の旅客ターミナルビルは、滑走路を挟んで東側に国内線が、

西側に国際線がそれぞれ位置しています。旅客ターミナルビルは国

内線第一、第二、第三、国際線の4棟、貨物ターミナルビルは国内線

貨物、国際線貨物の4棟があります。
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